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 質 問 者  阿 部 律 子   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 今年も原子力防災訓練（１月 24 日）を見学しま

した。回数を重ねるごとに実効性のある避難訓練に

なってほしいとの思いを強くしています。 

昨年と比べて、バス避難者の数は 24 名ほどで中

型バスでの移動となり、参加者が増えたことは喜ば

しいことです。しかしながら、避難先である栗原市

畑岡公民館へ直接向かうのみで、途中の避難所受付

ステーションにも寄らずに、ただ２時間ほどバスで

走っただけとの印象でした。そこで伺います。 

（１）前回と比較して、どういう点が改善されたの

か検証を求めます。 

（２）平成 30 年６月定例会で、町民総参加の避難

訓練をと質問しましたが、その中で民生委員

から避難場所を見に行きたいとの話があると

のことでした。それらを含めてＵＰＺの方も

参加してもらう体制づくりとともに、避難先

20 箇所について行政区ごとにきちんと把握し

てもらう必要があるのではないでしょうか。 

（３）避難手段であるバスの必要台数及び運転手

の確保などの見通しはついているのでしょうか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

１ 原子力防災訓練の検

証は 
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 質 問 者  阿 部 律 子   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 本町のような小さな町では、顔の見える役場職

員に対して気楽に相談できることが大きなメリッ

トだと思っています。 

 しかしながら、一部で職員の町民に対する応対

への不満も聞こえてきます。そこで伺います。 

（１）電話等での町民の方からの苦情や要望に対

し、どのような応対をしていますか。 

（２）災害公営住宅ごとに意見箱を取り付け入居者

の要望等を聞き、改善に努力されていることは

とても良いことだと思いますが、これまで何件

ぐらいで、どういう意見、要望が出されていま

すか。 

（３）改善された事例はありますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

２ 町民への応対をきめ

細やかに 

 

 

 

 

 

 

 


